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Crustal Deformations of Yakedake Volcano 

 

国土地理院 

Geospatial Information Authority of Japan 

 

 

第１図は、焼岳周辺の GNSS 連続観測結果である。 

第１図上段に基線の配置を示した。 

第１図下段は、第１図上段に示した基線の基線長変化グラフであり、左列は最近約５年間（2013 年

１月～2017 年 12 月）の時系列、右列は最近約１年間（2016 年 12 月～2017 年 12 月）の時系列である。

GNSS 連続観測結果では特段の変化は見られない。 

第２図は、「だいち２号」のSAR干渉解析結果である。ノイズレベルを超える変動は見られない。 
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第１図 焼岳周辺の GNSS 連続観測基線図（上段）、基線変化グラフ（下段） 

Fig.1 (upper) Site location map of the GNSS continuous observation network; 

(lower) Time series of baseline length; 

 (left) from January 2013 to December 2017, (right) from December 2016 to December 2017. 
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第２図  「だいち２号」PALSAR-2 による焼岳周辺地域の解析結果  

Fig.2 (Ascending and/or Descending) SAR Interferogram of ALOS-2 PALSAR-2. 
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(b) 2016/09/16-2017/09/15 

Analysis by GSI from ALOS-2 raw data of JAXA 

国土地理院以外の GNSS 観測点 

背景：地理院地図 標準地図・陰影起伏図・傾斜量図 


